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Section

通信規格と最大通信速度を
確認する

外部アンテナの有無を
確認する

必ず確認しておきたいのが、通信規格です。現在
主流の通信規格は「11ac」なので、対応した製
品を選ぶのがおすすめです。最大通信速度とスト
リーム数もチェックしておきましょう。

製品本体の写真を確認し、外部アンテナの有無を
確認します。外部アンテナは電波を飛ばす角度を
調整できるので、2階建て以上の家屋に威力を発
揮します。

使い方にあった
Wi-Fiルーターを選ぶには

製品の外箱でルーターの性能をチェックしよう

WI-Fiルーターのパッケージにはさまざまな情報が書かれています。これらの
情報はポイントを押さえれば、ルーターの性能が大体わかります。

　Wi-Fiルーターのパッケージに書かれ
ている情報のほとんどが専門用語で、は
じめてルーターを選ぶ人にとってはわか
りづらいものでしょう。しかし、適当に
選ぶと速度が遅くて使えなかったり、必

要以上に高スペックで高価すぎたりとい
うこともあります。パッケージの情報は
一見わかりづらいように感じますが、ポ
イントを押さえて読み解けば、ルーター
の性能を把握できます。

特にチェックしておきたいポイントは？

Wi-Fiルーターの性能は外箱で見抜ける！
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最大通信速度通信規格

ストリーム数
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ルーターが対応する推奨環
境を確認し、自分の利用環
境に合っているかを確認し
ましょう。また、付加機能
にはどのようなものがある
かも確認します。

推奨環境や付加機能を確認する

対応OSを確認する

ルーターが対応しているOS
が記載されています。自分
の使っているパソコンやス
マホで利用できるかどうか
を確認しておきましょう。

有線LANの通信速度もチェック

いくらWi-Fiが高速でも、
有線LAN（WAN側）の通
信速度が遅いとインターネ
ット接続が低速になってし
まいます。できるだけ10 
00Mbpsに対応した製品を
選びましょう。

付加機能

推奨環境

スペックの表記はメーカーごとに異なるAttention!!

　パッケージなどに書かれているスペッ
クは、メーカーによって記述方法が違う
こともあるので注意が必要です。たとえ
ば、ストリーム数は「3×3」のように記
述するのが一般的ですが、バッファロー

の場合はこの数字が「5GHz帯×2.4GHz
帯」を示すのに対し、NECの場合は「送
信×受信」となっており、意味がまった
く異なります。数値だけで単純に比較で
きない点に留意しましょう。


